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村長選挙開票結果（敬称略）

投票総数　　　　　５，０９４
有効　５，０５３　無効　４１

堤　　盛　吉 ２，７８１

髙橋　幸一郎 ２，２７２

第
15
代
昭
和
村
長
が
誕
生

堤
村
政
が
ス
タ
ー
ト　任期満了による昭和村長選挙は、５月20日に投票が行われ、無所属新人の堤盛吉

さんが初当選しました。加藤前村長の後を受けて第15代昭和村長に就任した堤村長は、
役場職員らに迎えられ５月31日に初登庁。村政に取り組む抱負を中心とした就任の
あいさつを述べ、新村政のスタートを切りました。

　

５
月
15
日
に
告
示
さ
れ
た
村

長
選
挙
に
は
、堤
盛
吉
さ
ん（
森

下
中
）、
髙
橋
幸
一
郎
さ
ん（
吹

張
）の
２
人
が
立
候
補
。

　

５
日
間
の
選
挙
戦
の
後
、
投

票
は
５
月
20
日
の
午
前
７
時
か

ら
村
内
８
か
所
の
投
票
所
で
一

斉
に
行
わ
れ
、
開
票
は
午
後
７

時
か
ら
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ

村長選挙の投票率は82.75％

ま
し
た
。

　

当
日
有
権
者
数
は
６
，
１
５

６
人
。投
票
率
は
82
・
75
％
で
、

前
回（
平
成
８
年
５
月
19
日
実

施
）と
比
べ
、
５
・
16
％
の
投

票
率
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
開
票
結
果
と
投
票
所

別
の
投
票
率
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

村長選挙投票結果

投票区 投票場所
当日有

権者数

投票者

数
投票率

第１ 地域活性化センター 1,995 1,646 82.51

第２ 入 原 公 民 館 367 278 75.75

第３ 永井住民センター 283 232 81.98

第４ 赤 城 原 区 民 館 492 415 84.35

第５ 昭 和 村 公 民 館 1,231 1,070 86.92

第６ 貝野瀬構造改善センター 589 495 84.04

第７ 大河原小学校体育館 1,010 791 78.32

第８ 生越住民センター 189 167 88.36

男 3,011 2,476 82.23

女 3,145 2,618 83.24

計 6,156 5,094 82.75役場会議室で行われた開票作業
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就 任 の あ い さ つ

　

風
清
ら
か
な
初
夏
の
頃
と
な
り
、
村
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

５
月
31
日
に
村
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

今
、
こ
の
責
任
の
重
さ
を
強
く
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
ご
温

情
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
職
務
に
誠
心

誠
意
、
励
む
決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
国
政
の
情
勢
は
、
消
費

税
の
増
税
問
題
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）や
年
金
の
問
題
な
ど
、
多

く
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め
、「
元
気

で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る
昭
和
村

を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
運
営
に
あ

た
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
自
主
自
立
の
村
づ
く
り
、
産

業
の
振
興
、子
育
て
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
、

高
齢
者
が
安
心
で
き
る
福
祉
の
村
づ
く
り
、

安
全
で
住
み
良
い
村
づ
く
り
を
柱
に
、
村

民
の
生
命
財
産
を
守
り
、
思
い
や
り
の
も
て

る
、
災
害
に
も
強
い
村
づ
く
り
を
推
進
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

村
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
基

幹
産
業
の
農
業
が
安
定
し
た
継
続
と
発
展

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
企
業

誘
致
な
ど
に
も
努
め
、
農
業
・
商
業
・
工

業
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
村
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

昭
和
村
が
誕
生
し
て
50
数
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
先
人
の
力
で
創
り
上
げ
て
き
た
こ

の
昭
和
村
を
、
よ
り
一
層
発
展
で
き
ま
す
よ

う
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
の
皆
様
と
も
十
分
議
論
を

尽
く
し
て
、
車
の
両
輪
で
万
事
が
成
し
遂

げ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
民
皆
々
様
の
益
々
の
ご
健
勝

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
村
長
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

財
政
の
健
全
化
を
進
め

「
元
気
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す

昭
和
村
長　

堤　
　
　

盛　

吉
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退
任
の
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
よ
り
、
村
長
の
職
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
皆
様
に
一
言
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
悲
願
の
昭
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
を
果
し
た
林
秀
英
前
村
長
勇
退
の
後
を
受
け
て
、
私
が

村
長
に
就
任
し
た
の
は
今
か
ら
12
年
前
の
平
成
12
年
５
月
で
し
た
。

当
時
は
、
平
成
10
年
３
月
に
昭
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
翌
年
に
は
昭
和
関
屋
工
業
団
地
に
キ
ヤ
ノ
ン
電
子

（
株
）が
進
出
し
、
操
業
を
開
始
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
未
利
用
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
企
業
局
と
一
体
と
な
り
誘

致
に
取
り
組
み
、
新
た
に
３
社
の
優
良
企
業
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
企
業
の
立
地
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出

や
税
収
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
り
ま
す
が
、企
業
誘
致
に
成
功
し
た
こ
と
で
、

今
後
の
事
業
展
開
を
す
る
う
え
で
も
大
き
な
可
能
性
が
出
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
15
年
当
時
は
全
国
的
に
合
併
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
お
り
ま
し
た
。
本
村
に
お
い
て
は
、
９
月
に
地
区
説
明

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
村
内
18
歳
以
上
の
全
住
民
を
対
象
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
実
に
２
／
３
の
村

民
が
合
併
に
は
反
対
で
し
た
。
そ
の
後
、
議
会
に
お
い
て
、
合
併
を
し
な
い
決
議
を
行
い
ま
し
た
。
自
主
自
立
の
選
択
を
し

た
こ
と
で
、
昭
和
村
の
進
む
べ
き
道
が
再
確
認
で
き
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
４
月
に
は
、
第
４
次
総
合
計
画
を
策
定
。
本
村
の
特
色
で
あ
る
美
し
い
自
然
や
先
人
が
築
い
た
伝
統
文
化
、

こ
の
風
土
か
ら
生
ま
れ
る
特
産
物
を
生
か
し
な
が
ら
、
村
民
が
日
々
の
生
活
の
中
に
豊
か
さ
を
感
じ
、
昭
和
村
に
愛
着
と
誇

前
昭
和
村
長　

加　

藤　

秀　

光

「
住
み
良
い
村
づ
く
り
を

　
　

め
ざ
し
て
参
り
ま
し
た
」
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り
の
持
て
る
住
み
良
い
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
し
た
。
村
の
将
来
像
を
「
ベ
ジ
タ
フ
ル
ガ
ー
デ
ン
昭
和
村　

や
さ
い

が
元
気
、人
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
」を
掲
げ
、そ
の
実
現
に
向
け
具
体
的
な
施
策
を
実
施
し
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
私
が
重
点
を
お
い
た
こ
と
が
、
健
全
財
政
の
維
持
で
あ
り
ま
し
た
。
村
長
就
任
当
時
の
平
成
12
年
度
に
は
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
資
本
整
備
に
充
て
た
結
果
の
村
借
金
総
額
が
、
元
金
だ
け
で
１
０
９
億
８
千
万
円
余
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

長
期
債
務
返
済
に
、
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
種
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
補
助
金
の
２

割
カ
ッ
ト
な
ど
行
い
、
知
恵
と
創
意
工
夫
で
、
平
成
23
年
度
末
に
は
元
金
で
の
借
金
総
額
を
62
億
６
千
万
円
余
ま
で
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
21
年
10
月
に
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
を
し
ま
し
た
。
昭
和
村
の
持
つ
四
季
折
々
の
美
し
い
自

然
と
風
景
、
農
村
景
観
、
祭
り
や
農
産
業
を
題
材
に
し
た
魅
力
あ
る
本
村
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
た
め
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

も
実
施
。
昭
和
の
秋
祭
り
や
昭
和
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
更
に
平
成
23
年
７
月
に
は
道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」

を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
、
新
た
な
地
域
振
興
と
更
な
る
村
発
展
が
図
れ
る
も
の
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
生
活
向
上
は
無
論
で
あ
り
ま
す
が
、
生
命
財
産
を
守
る
観
点
か
ら
、
横
浜
市
や
茨
城
県
取
手
市
と
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
書
の
締
結
。
更
に
ア
メ
リ
カ
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
と
の
友
好
交
流
協
定
５
周
年
を
迎

え
、
平
成
24
年
1
月
に
は
玉
村
町
と
友
好
交
流
協
定
の
締
結
を
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

12
年
間
の
思
い
出
は
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
一
村
民
と
し
て
陰
な
が
ら
村
政
を
見
守
り
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
村
民
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
、
村
政
の
一
層
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

加
藤
秀
光
村
長
の
補
佐
役
と
し
て
、
２
年
間
昭
和
村
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
が
、
こ
の
た
び
、
加

藤
村
長
の
退
任
に
あ
わ
せ
て
副
村
長
の
職
を
退
任
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

昭
和
村
の
元
気
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
多
く
の
方
々
と
知
り
合
い
、
刺
激
を
受
け
、
学
ば
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

加
藤
村
長
の
12
年
間
に
わ
た
る
実
績
を
も
と
に
、
昭
和
村
並
び
に
住
民
の
方
々
の
元
気
さ
と
努
力

に
よ
り
、
今
後
も
ま
す
ま
す
「
元
気
で
住
み
良
い
昭
和
村
」
と
な
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
退
任
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
昭
和
村
副
村
長　

武　

井　

昭　

信
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加
藤
村
政

 
３
期
12
年
間
の
あ
ゆ
み

　

加
藤
秀
光
前
村
長
は
平
成
12
年
か
ら
第
12
・
13
・
14
代
村
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

在
職
さ
れ
た
12
年
の
間
、
合
併
せ
ず
自
主
自
立
の
道
を
選
び
、
第

４
次
総
合
計
画
の
策
定
、
昭
和
関
屋
工
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
が
進

め
ら
れ
る
な
ど
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
な
が
ら
、
住
み
よ
い
村

づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
12
年
間
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
ま
す
。

加藤秀光村長１期目がスタート

イーグルポイント市から13人が来村学校給食センターが完成

12
年
間
の
出
来
事（
年
表
）

平成12年

５
月

加
藤
秀
光
村
長
１
期
目
が
ス
タ
ー
ト

村
で
初
め
て
の
家
族
経
営
協
定
調
印
式

６
月

ア
メ
リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
市
よ
り
13
人
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
来
村

７
月

農
業
集
落
排
水
事
業
糸
井
・
三
ツ
谷
地
区
供
用
開
始

12
月

戸
籍
事
務
の
電
算
化
が
ス
タ
ー
ト

平成13年

１
月

旧
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
解
体

３
月

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成（
旧
南
小
跡
地
）

４
月

農
業
集
落
排
水
事
業
昭
和
南
地
区
一
部
供
用
開
始

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理（
浄
化
槽
）事
業
開
始

11
月

利
根
沼
田
の
９
市
町
村
が
「
広
域
21
懇
談
会
」
を
設
置

平成14年

３
月

㈱
日
立
金
属
エ
ス
テ
ー
ト
よ
り
ゴ
ル
フ
場
・
山
荘
の
施
設
寄
付

４
月

学
童
保
育
所
「
昭
和
東
学
童
ク
ラ
ブ
」
開
所

昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

５
月

昭
和
の
森
山
荘
オ
ー
プ
ン

平成15年

１
月

９
市
町
村
に
よ
る
利
根
沼
田
任
意
合
併
協
議
会
設
立

４
月

「
昭
和
南
学
童
ク
ラ
ブ
」
開
所

９
月

市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
を
村
内
17
か
所
で
開
催

昭
和
村
は
法
定
協
に
不
参
加
を
表
明

平成16年

３
月

第
一
保
育
園
の
新
園
舎
完
成（
旧
東
中
跡
地
）

４
月

農
業
集
落
排
水
事
業
永
井
・
入
原
地
区
供
用
開
始

ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
が
完
成

５
月

加
藤
秀
光
村
長
２
期
目
ス
タ
ー
ト

第
58
回
群
馬
県
植
樹
祭
を
千
年
の
森
で
開
催

６
月

オ
フ
ト
ー
ク
を
廃
止

７
月

テ
レ
ド
ー
ム
運
用
開
始

平成17年

４
月

借
上
賃
貸
住
宅
ア
ッ
プ
ル
タ
ウ
ン
入
居
開
始

第
４
次
昭
和
村
総
合
計
画
策
定

７
月

横
浜
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
菜
の
花
館
」
完
成

11
月

第
１
回
中
学
生
模
擬
議
会
を
開
催
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昭和村誕生50周年記念コンサート

道の駅「あぐりーむ昭和」がオープン 「日本で最も美しい村」連合に加盟 横浜市と防災協定を締結

ふれあいグリーンパークが完成

第一保育園新園舎が完成

平成18年

４
月

「
大
河
原
学
童
ク
ラ
ブ
」
開
所

８
月

子
育
保
育
園
の
新
園
舎
完
成（
場
所
移
転
）

12
月

村
議
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
議
員
定
数
が
16
人
か
ら
12
人
に
減

平成19年

３
月

糸
之
瀬
苗
畑
約
21 

ha
を
国
よ
り
取
得

４
月

「
昭
和
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

味
の
素
フ
ァ
イ
ン
テ
ク
ノ
㈱
操
業
開
始

藤
森
工
業
㈱
操
業
開
始

佐
藤
運
送
㈱
操
業
開
始

８
月

取
手
市
と
「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

サ
ッ
カ
ー
全
日
本
代
表
オ
シ
ム
監
督
来
村

平成20年

４
月

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ス
タ
ー
ト

中
学
生
の
医
療
費
無
料
化

５
月

加
藤
秀
光
村
長
３
期
目
ス
タ
ー
ト

11
月

合
併
50
周
年
記
念
式
典
開
催

50
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

平成21年

３
月

耐
震
改
修
促
進
計
画
策
定

４
月

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
運
用
開
始

横
浜
市
と
の
職
員
人
事
交
流
開
始

10
月

大
河
原
小
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
加
盟

平成22年

３
月

大
河
原
小
学
校
創
立
50
周
年
記
念
歌
碑
除
幕

４
月

コ
ン
ニ
ャ
ク
販
路
拡
大
の
た
め
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
訪
問

６
月

武
井
昭
信
副
村
長
就
任

11
月

第
１
回
「
や
さ
い
王
国
昭
和
村
」
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

平成23年

２
月

村
消
防
団
が
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
受
章

３
月

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
開
始

７
月

独
立
100
周
年
の
イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
市
を
表
敬
訪
問

道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」
オ
ー
プ
ン

10
月

イ
ー
グ
ル
ポ
イ
ン
ト
市
よ
り
同
市
長
ほ
か
７
人
が
来
村

11
月

第
二
保
育
園
創
立
30
周
年
記
念
式
典
開
催

平成24年

１
月

玉
村
町
と
「
友
好
交
流
協
定
」
を
締
結

４
月

保
育
料
第
３
子
以
降
無
料
化

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
開
始

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
開
始

長
者
の
原
・
結
婚
の
森
に
桜
215
本
を
植
樹
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掲
載
に
あ
た
っ
て

今
月
号
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
歴

史
を
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
昭
和
〜
歴
史
を
訪
ね

て
〜
」
を
掲
載
し
ま
す
。

先
人
が
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な

歴
史
的
文
化
遺
産
や
村
発
展
に
尽

く
し
た
人
々
の
足
跡
を
紹
介
し
ま

す
。
執
筆
者
は
、
昭
和
村
の
歴
史

文
化
に
詳
し
い
村
内
外
の
方
々
に

登
場
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近

な
歴
史
観
に
よ
り
楽
し
み
な
が
ら

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

な
お
、今
年
度
の
掲
載
は
９
月
、

12
月
、３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
村
民
の
方
や
来
村
者

に
対
す
る
観
光
、
史
跡
見
学
な
ど

の
道
案
内
や
村
の
歴
史
文
化
の
研

究
を
行
っ
て
い
る
、
昭
和
村
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
が
平
成
23

年
度
事
業
で
実
施
し
た
「
ふ
る

さ
と
歴
史
文
化
講
座
」(

全
４
回)

の
な
か
か
ら
、
第
１
回
目
の
「
昭

和
村
歴
史
入
門
」を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
村
の
古
代
は

　
　
　

夢
が
い
っ
ぱ
い

昭
和
村
の
歴
史
を
語
る
と
き
欠

か
せ
な
い
の
が
、古
代
文
化
で
す
。

日
本
の
文
化
は
近
畿
地
方
を
中
心

に
発
展
し
、
中
で
も
奈
良
・
京
都

に
輝
か
し
い
遺
産
が
残
っ
て
い
ま

す
。縄

文
、
弥
生
、
古
墳
、
奈
良
、

平
安
時
代
、
近
畿
地
方
に
当
時
の

日
本
国
を
治
め
て
い
た
帝

み
か
ど
が
い
ま

し
た
が
、
東
国
の
中
心
と
な
っ
て

い
た
の
が
上か
み

毛つ
け

野の

国く
に（
現
在
の
群

馬
県
）で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

れ
で
は
、
現
在
の
利
根
沼
田

地
方
を
治
め
て
い
た
所
と
言
え
ば
、

渭ぬ
ま

田た

・
奴ぬ

末ま

田た
（
旧
薄
根
村
）、
男な
ま

信し
な

・
奈な

萬ま

之し

奈な
（
川
場
村
生
品
）、

笠か
さ

科し
な

・
片
品（
旧
久
呂
保
村
か
ら

旧
糸
野
瀬
村
の
片
品
川
の
左
岸
）

呉な
ぐ

机る
み

・
奈な

久ぐ

留る

美み
（
旧
桃
野
村
）に

人
々
の
暮
ら
し
の
証
、
古
墳
や
遺

跡
が
多
数
、確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
利
根
川
と
片
品
川
の
合

流
地
点
に
あ
た
る
森
下
・
川
額
古

墳
群
の
あ
る
昭
和
村
で
す
。

こ
こ
に
御み

門か
ど

と
い
う
地
名
が
あ

り
、
御
門
塚
古
墳（
江
戸
時
代
の

絵
図
に
は
あ
る
が
、
片
品
川
に
崩

落
し
て
現
在
古
墳
は
な
い
。
墳
丘

に
祀
っ
て
あ
っ
た
石
の
祠
ほ
こ
ら
２
基
と

石
仏
１
体
が
当
時
を
忍
ば
せ
る
。）

と
言
う
二
つ
の
大
き
な
古
墳
が
あ

り
ま
し
た
。
一
つ
は
第
十
代
崇す

神じ
ん

天
皇
の
皇
子
、
豊
と
よ
き
い
り
ひ
こ
の
み
こ
と

城
入
彦
命
と
の

古
墳
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

古
墳
時
代
末
期
の
６
〜
７
世
紀
こ

の
地
は
利
根
文
化
の
中
心
地
と
し

て
開
け
た
所
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

そ
の
裏
付
け
と
し
て
村
誌
久
呂

保
を
み
る
と
、
南
か
ら
来
た
と
き

利
根
の
関
門
で
あ
る
こ
と
。
君
が

原
、
御
門
、
王お

う

御み

堂ど
う

、
宮
原
、
化

粧
坂
、
御み

室む
ろ

と
言
っ
た
皇
室
に
関

係
が
あ
る
、
又
は
そ
の
末
え
い
で

あ
る
か
の
よ
う
な
高
貴
な
人
々
が

住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
地
名
が 

有
る
こ
と
。
森
下
・
川
額
古
墳
群

と
称
し
て
、
当
時
で
さ
え
64
基
も

の
古
墳
が
存
在
し
た
こ
と
。

そ
の
古
墳
か
ら
の
出
土
品
、
と

り
わ
け
五
鈴
鏡
２
点
、
馬
具
類
、

直
刀
を
み
て
も
朝
廷
と
の
関
わ
り

を
強
く
印
象
づ
け
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
御
門
は
帝
、
天
皇
家
と

の
つ
な
が
り
を
強
く
印
象
づ
け
る

も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
御
門

の
地
名
の
所
に
は
郡ぐ

ん

衙が
（
郡
役
所
）

が
あ
る
と
の
研
究
者
の
大
方
の
見

解
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

旧
久
呂
保
村
の
村
名
も
万
葉
集
東

歌
か
ら
命
名
し
た
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
て
こ
の
地
を
見
た
と
き
、

そ
の
昔
、
利
根
を
治
め
て
い
た
と

こ
ろ
は
御
門
を
中
心
と
し
た
こ
の

地
と
言
え
る
の
で
す
。
利
根
、
片

品
川
沿
い
の
久
呂
保
、
糸
之
瀬
は

遠
い
昔
か
ら
高
い
文
化
が
花
開
い

た
所
と
言
え
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
う
し
た

昭
和
村
の
主
な
歴
史
を
年
表
に
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
次

回
は
、
第
２
回
・
第
３
回
の
内
容

を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

村の歴史や文化を紹介

古墳のひとつ（鍛屋地２号古墳）

化粧板から出土した五鈴鏡

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

 

事
務
局
長　

島
田　

民
夫

第
１
回
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昭　和　村　歴　史　年　表
時　　代・（西暦等） お　も　な　で　き　ご　と

旧石器時代
50万年前

　赤城山は、およそ50万年前頃から噴火が始まり、噴火が繰りかえされていた。赤城の原は日本を代表す
る火山麓扇状地である。この噴火により巨大な湖「古沼田湖」も出来た。また、片品川の浸食作用により出
来た階段状の地形、「昭和村の河岸段丘」は日本一美しいと言われている。

無土器時代
２万年～１万５千年前

　昭和58年、関越自動車道建設に伴って、長井坂城跡北側を発掘調査した。石器類が出土した地質を調査
したところ、２万年から１万５千年前と判明した。このことは昭和村最古の人々の暮らしの発見だった。

縄文時代
１万２千年前～４千年前

　糸井中棚には、石や土、動物の骨などで道具を作り生活していた。中棚遺跡から「尖てい土器」２基出土した。
これは縄文時代早期の土器の様子を知る上で極めて貴重な発見だった。U字型（馬蹄型）集落も出土した。

　東小学校付近の糸井宮ノ前遺跡からは、土器、石器など多数出土し、特にこの地方で産出されない黒曜
石の石鏃が多数出土している。

　糸井太遺跡からは柄鏡形敷石住居が出土し、群馬県全域から見ても珍しい形態をしていて貴重な遺跡で
ある。

弥生時代
2300年前～1700年前

　中棚に人々が住む。現南小学校周辺の森下・川額古墳群内から弥生式土器の出土があった。

古墳時代
1500年前

　永井鏡石古墳が造られる。榛名山二ツ岳が495年頃噴火。その頃の古墳築造年代の基準ともなる県下で
も貴重な古墳である。
　岩下・清水古墳群森下・川額古墳群、吹張八日市古墳群、常木古墳群が造られる。森下化粧坂の古墳か
ら明治35年頃出土した、六世紀頃の白銅製五鈴鏡は東京の国立博物館に所蔵されていて大変立派なもので
ある。

奈良時代・（710） 　森下御門に郡衙（郡役所）があったと思われる。

平安時代・（794） 　森下宮原に国分寺分院と思われる建造物が建てられる。

鎌倉時代・（1192）
　糸井、上糸井あたりに豪族の館があったらしい。この地から出土した五輪塔１点、板碑10点、永仁の壺
と言われる骨壺２点は県立歴史博物館が所蔵している。貝野瀬大堀あたりにも豪族の館があったらしい。

室町時代・（1338） 　戦国時代の始まり。昭和村のこの時代の資料はきわめて少ない。

安土桃山時代・（1582）
　本能寺の変で織田信長死去（天正10年６月）当時の昭和村は、小田原北条氏と沼田真田氏の戦場であり、
天正10年10月北条と真田の戦いは壮絶だった。長井坂、森下、阿岨（曽）城は北条軍５千余により落城す。

江戸時代
　　寛永12年・（1635）

　参勤交代の制度により街道、宿場が整備された。沼田街道東通り（沼田藩主が参勤交代の時通行した。）森
下宿はこのころから栄えはじめる。

　　天明３年・（1783）
　浅間山が大噴火。天候が悪く田や畑の作物がみらず、食べ物がなく国中が困った。この時代は橡久保村、
森下村、川額村、貝之瀬村、糸井村、長者久保村、生越村といい、名主が世話をしていた。

　　文化・文政年間
　　（1804）～（1829）　

　橡久保出身の行脚俳人、金井甫天喜（久呂保山人）文化１１年（1814）全国行脚中の俳諧句集「はつしぐれ」、
文政元年（1818）俳画集「絵空言」２冊の句集を発刊する。晩年、江戸玉川に住す。文政６年５月19日没。

　　天保年間
　　（1830）～（1843）

　上糸井の石井与平治は、海路輸送の越後の米を、街道輸送計画をつくり、奉行所の協力を得て清水峠越
街道の開通に尽力した。

明治時代
　明治のはじめ頃糸井出身の見城駒吉は、東京の歌舞伎役者、尾上菊五郎の門下に入り、尾上扇之助と名
乗り有名な役者になった。

　　明治6・7・8・年
　　（1873）～（1875）

　６年雲昌寺に川額小学校、遍照寺に森下小学校（森下・橡久保）、清雲寺に糸井小学校、７年橡久保に小学校、
８年池替戸観音堂に貝野瀬小学校、恵光寺に生越小学校ができる。

　　明治12年（1879）　
　糸井中宿に明治時代の役所の雰囲気を今に伝える旧沼田警察署分署がある。（後に旧糸之瀬村役場・糸之
瀬郵便局として使用した。）

　　〃　13年（1880）
　作家・綿貫六助、森下村に生まれる。陸軍大尉を経て、40歳近くなにてから早稲田大学文学部英文学科
に入学。その後中学校教師をしながら活動。「戦争」、「捕虜」、朝日新聞連載「磔茂左右衛門」など作品多数
あり。

　　〃　22年（1889） 　４月町村制が施行され、久呂保村（森下、橡久保、川額合併）、糸之瀬村（糸井、貝野瀬合併）として発足した。

大正時代
　　大正６年（1917）

　村のあちこちに電灯がつく。

　　大正10年（1921） 　コンニャクいもの栽培が始まる。荷馬車がさかんに使われる。

　　〃　13年（1924） 　上越線が沼田まで開通して岩本駅ができる。

　　〃　14年（1925） 　ラジオを借りてきて、小学校に人々が集まり放送を聞く。

昭和時代
　　昭和2年（1927）

　久呂保橋がはじめてかかる。

　＊　昭和３年以降の昭和村の動きについては、今後、機会を見て掲載します。
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ま
ず
は
点
検
・
清
掃
を 

　

ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
る
こ
の
季

節
、
雨
水
が
氾
濫
し
道
路
に
流
れ

て
い
る･･･

。

　

こ
ん
な
事
が
起
こ
る
前
に
、
ま

ず
は
身
の
周
り
の
道
路
を
点
検
し
、

側
溝
な
ど
の
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

村
で
も
、
道
路
状
況
な
ど
を
確

認
し
、
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

全
て
の
道
路
・
側
溝
を
清
掃
す
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
ご
自
分
の
家
や
畑
な
ど

に
接
す
る
道
路
や
側
溝
の
清
掃
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

も
し
、
個
人
で
手
に
負
え
な
い

場
合
に
は
、
各
区
の
区
長
さ
ん
・

班
長
さ
ん
と
相
談
し
、
各
地
区
で

清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

畑
の
土
砂
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

畑
の
側
溝
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
、

雨
水
の
逃
げ
道
が
な
く
な
り
、
畑

が
流
さ
れ
る
な
ど
の
災
害
が
起
き

や
す
く
な
る
た
め
、
普
段
か
ら
の

清
掃
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。

　

特
に
注
意
が
必
要
な
の
は
、
赤

城
西
麓
土
地
改
良
事
業
で
整
備
さ

れ
た
道
路
で
す
。

　

こ
の
道
路
の
ほ
と
ん
ど
は
水
路

を
兼
ね
て
い
る
た
め
、
道
路
に
畑

の
土
砂
が
出
て
い
る
と
、
雨
水
な

ど
と
混
じ
り
、
下
流
の
側
溝
に
流

れ
込
ん
で
詰
ま
り
の
原
因
と
な
り
、

他
の
耕
作
者
や
道
路
利
用
者
に
迷

惑
が
か
か
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
前
に
、
道

路
や
側
溝
の
状
況
を
確
認
し
、
畑

か
ら
出
た
土
砂
な
ど
は
、
き
ち
ん

と
片
づ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

畑
に
ゴ
ミ
を
お
か
な
い
で

　

側
溝
を
詰
ま
ら
せ
る
の
は
土
砂

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
畑
や
道

路
脇
に
置
か
れ
た
ゴ
ミ
が
側
溝
に

流
れ
込
ん
で
詰
ま
り
の
原
因
に
な

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

特
に
注
意
が
必
要
な
の
が
、
道

路
脇
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
置
か
れ

た
、
廃
マ
ル
チ
な
ど
で
す
。

　

も
し
、
集
中
的
な
雨
が
降
り
、

こ
れ
ら
が
道
路
や
側
溝
に
流
れ
込

む
と
、
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ

し
た
り
、
災
害
を
大
き
く
し
た
り

し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

廃
マ
ル
チ
は
Ｊ
Ａ
な
ど
で
行
う

回
収
に
よ
り
適
正
に
処
理
し
、
道

路
脇
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
置
か
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠

　

道
路
は
私
た
ち
の
生
活
や
安
全

を
守
る
大
切
な
施
設
で
す
。

　

村
で
は
、
道
路
状
況
な
ど
を
確

認
し
、
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

全
て
の
道
路
・
側
溝
を
清
掃
す
る

事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

道
路
の
点
検
清
掃
は
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ

と
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

　

災
害
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
前
に
、

周
り
の
道
路
の
状
況
を
確
認
し
、

側
溝
の
掃
除
や
道
路
沿
い
に
物
を

置
か
な
い
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

災
害
防
止
対
策

家
や
畑
の
周
り
の
側
溝
の
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す

　

６
月
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
梅
雨
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
畑
や
家
の
周
り
の

道
や
側
溝
は
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

道
路
に
物
が
置
い
て
あ
っ
た
り
、
側
溝
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
、
雨
の
多
い
こ
の
時
期
、
お
も
わ
ぬ

災
害
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ポリオ生ワクチンの集団接種は７月18日が最終日です
　不活化ポリオワクチンは、平成24年９月の導入

を予定しています。

  不活化ポリオワクチン導入後は、定期予防接種に

おける生ポリオワクチンの使用を中止する予定です

ので、昭和村では７月18日が最終のポリオ生ワク

チン集団接種となります。

■対象年齢　生後３か月～90か月未満

■不活化ポリオワクチン接種方法　

生ポリオワクチンは２回の経口接種（口から飲む）

でしたが、不活化ポリオワクチンは初回３回、追

加１回（検討中）の皮下接種（皮下に注射）となり、

医療機関において通年で受けられる個別接種に変

更されます。

●初回：20日から56日までの間隔をおいて３回

（標準的な接種年齢は生後３か月から12か月）

●追加（検討中）：初回接種終了後、６か月以上の

間隔をおいて１回

※注意事項　①生ポリオワクチンをすでに２回接種

された方は、不活化ポリオワクチンの接種は不要で

す。　②生ポリオワクチンを１回接種した方は、平

成24年９月以降に不活化ポリオワクチンを初回２

回と追加１回（検討中）接種することになります。　

③海外等ですでに不活化ポリオワクチンを接種され

た方は、不足分の接種を受けることができます。（追

加接種は検討中）

～接種年齢をまもり、必ず接種してください～

■問い合わせ　役場保健福祉課　健康係まで



11

　平成24年４月１日から児童手当法が施行されました。
　法施行日の前日（平成24年３月31日）において、子ども手当を受けていた方は、改めて児童手当の
申請をする必要はありません。

　ただし、６月に『現況届』の提出が必要です。
　現況届は、６月１日の状況を把握し、児童手当を引き続き受ける要件を満たしているかどうかを
確認するためのものです。この届出がないと６月以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意
ください。受給中の方には６月上旬までに通知をお送りしますので、必ずご提出ください。

■必要な書類
　①受給者が厚生年金の場合には年金加入証明書または健康保険被保険者証の写し
　② 平成24年１月１日に昭和村に住所がなかった方は、前住所地で発行する児童手当用所得証明書
（平成23年分）

　※この他にも、必要に応じて提出していただく書類があります。

■申請窓口
　保健福祉課福祉係

◎児童手当の所得制限は６月分から◎
　平成24年６月分の手当から、所得制限が導入されます。
　以下の所得制限限度額を超える方については、特例給付として児童1人につき月額5,000円が支給
されます。

扶養親族等の数 所得制限限度額

０人 622万円

１人 660万円

２人 698万円

３人 736万円

４人 774万円

５人 812万円

手当の額

児童の年齢区分 １人あたり月額

所得制限限度額内

３ 歳 未 満 一律 15,000円

３歳以上小学校修了前 第1子・第2子 10,000円

３歳以上小学校修了前 第3子以降 15,000円

中 学 生 一律 10,000円

所得制限限度額以上 ０ 歳 か ら 中 学 生 一律 5,000円

※ 「第３子以降」とは、高校卒業まで（18歳の誕生日後の最初の３月31日まで）の養育している児童のうち、

３番目以降をいいます。

児童手当の「現況届」は６月中に！児童手当の「現況届」は６月中に！

お 知 ら せ
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５
月

ボールを競り合う子どもたちぐんまちゃんもＰＲに参加

奥
寺
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ

－

ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ（
竹
内
敏
昭
理

事
長
）が
主
催
す
る
「
第
４
回
奥
寺
杯
in
昭
和
村

サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
５
月
12
日
か
ら
13
日
の
２

日
間
、
千
年
の
森
Ｊ

－

ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
緑
豊
か
な
場
所
で

16チームが熱戦を繰り広げた大会

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
で
村
を
Ｐ
Ｒ

利
根
沼
田
行
政
事
務
所
が
主
催
す
る
利
根
川

源
流
「
利
根
沼
田
地
域
観
光
展
」が
５
月
31
日
、

東
京
銀
座
に
あ
る
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
利
根
沼
田
管
内
の
５
市
町
村
が
連

携
し
、
物
産
販
売
や
抽
選
会
な
ど
を
行
い
、
利

根
沼
田
地
域
の
魅
力
や
県
を
あ
げ
て
７
月
か
ら

９
月
末
ま
で
行
わ
れ
る
「
グ
グ
っ
と
ぐ
ん
ま
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
に
行

わ
れ
た
も
の
。

観
光
展
で
は
、
利
根
沼
田
地
域
で
収
穫
さ
れ

た
、
ほ
う
れ
ん
草
や
レ
タ
ス
な
ど
旬
野
菜
の
ほ

か
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ジ
ュ
ー
ス
、
パ
ン
な
ど
の

さまざまな物産品を販売

の
び
の
び
と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
豊
か
な
心

を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
。

大
会
に
参
加
し
た
の
は
、
県
内
、
東
京
都
や

福
島
県
な
ど
関
東
近
隣
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
16
チ
ー
ム
。

大
会
で
は
、
四
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
予
選
リ
ー

グ
が
行
わ
れ
、
上
位
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
と
下
位
チ
ー
ム
に
よ
る
下
位
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
順
位
を
争
い
ま
し
た
。

大
会
結
果　

▼
優
勝
：
柏
レ
イ
ソ
ル（
千
葉
）▼

準
優
勝
：
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ（
東
京
）▼
第
三
位
：

フ
ァ
ナ
テ
ィ
コ
ス（
群
馬
）

加
工
品
を
販
売
。
ま
た
、
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
も
利

根
沼
田
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
参
加
し
ま
し
た
。

村
で
は
、朝
獲
り
レ
タ
ス
を
販
売
。
当
日
は
、

新
鮮
な
野
菜
を
も
と
め
大
勢
の
人
た
ち
が
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
家
を
訪
れ
ま
し
た
。

欠
員
に
伴
う
昭
和
村
議
会
議

員
補
欠
選
挙
が
５
月
15
日
に
告

示
さ
れ
、
午
後
５
時
に
立
候
補

者
の
届
出
が
締
め
切
ら
れ
た
と

こ
ろ
、立
候
補
者
が
１
人
と
な
り
、

無
所
属
新
人
の
山
田
博
昌
さ
ん

（
大
河
原
）が
無
投
票
で
初
当
選

し
ま
し
た
。

当
選
後
の
５
月
21
日
に
は
、

当
選
証
書
付
与
式
が
午
後
２
時

か
ら
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、

村
選
挙
管
理
委
員
会
の
山
口
義

一
委
員
長
か
ら
、
山
田
さ
ん
に

当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

村
議
会
議
員
に

 

山
田
さ
ん

村
議
会
議
員

 

山
田　

博
昌
さ
ん
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ぱ
い
に
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
会
の
最
後
に
は
園
児
た
ち
が
「
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
す
る
と
、
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
は
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

東
小
学
校
で
は
５
月
23
日
、
３
年
生
31
人

が
担
い
手
有
志
会（
小
野
誠
会
長
）の
指
導
の
も

と
、
同
校
裏
に
あ
る
畑
に
生
子
と
２
年
生
の
コ

ン
ニ
ャ
ク
芋
を
植
え
る
体
験
を
し
ま
し
た
。

東
小
３
年
生
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
植
え
体
験

こ
の
こ
ん
に
ゃ
く
植
え
は
、
３
年
生
の
総
合

学
習
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

こ
の
日
は
同
会
よ
り
会
員
５
人
が
参
加
し
、

肥
料
ま
き
や
鍬
を
使
っ
た
畑
の
耕
し
方
、
コ
ン

ニ
ャ
ク
芋
の
植
え
方
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
指

導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

小
野
会
長
は
「
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
畑
を

耕
し
土
に
触
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
農

業
に
親
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

今
回
植
え
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
、
10
月
中
旬
に

コ
ン
ニ
ャ
ク
掘
り
の
体
験
を
行
い
、
収
穫
し
た

後
に
は
調
理
し
て
子
ど
も
た
ち
が
味
わ
う
予
定

と
の
こ
と
で
す
。

鍬を使って畑を耕す子どもたち

菜
の
花
館
で
お
年
寄
り
と
交
流

赤
城
高
原
農
業
観
光
協
会（
後
藤
忠
彦
会
長
）

で
は
５
月
11
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
菜

の
花
館
」
の
お
年
寄
り
と
、
隣
接
す
る
第
一
保

育
園
の
園
児
た
ち
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
交
流
会
は
「
隣
接
し
あ
う
施
設
の
交
流

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」
と
赤
城
高
原
農
業

観
光
協
会
が
発
案
。
平
成
18
年
か
ら
毎
年
実
施

し
て
お
り
、
今
回
で
７
回
目
を
迎
え
ま
す
。

交
流
会
で
は
、
同
協
会
の
会
員
な
ど
が
餅
つ

き
を
実
施
。
お
年
寄
り
と
園
児
た
ち
は
つ
き
た

て
の
お
餅
を
一
緒
に
味
わ
い
、
園
児
た
ち
が
「
ド

ラ
え
も
ん
の
歌
」
な
ど
２
曲
の
歌
を
元
気
い
っ

元気いっぱいに歌を披露

コンニャク植え体験餅つきをする園児たち

村
公
民
館
長
に
澤
浦
誉
由
さ

ん（
鎌
沢
）が
、
公
民
館
副
館
長

に
金
子
松
二
郎
さ
ん（
常
木
）が

４
月
１
日
付
け
で
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

就
任
に
際
し
澤
浦
さ
ん
は

「
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
明
る
く
元
気

な
公
民
館
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
長
に
澤
浦
さ
ん

公
民
館
副
館
長
に
金
子
さ
ん

公
民
館
長

 

澤
浦　

誉
由
さ
ん

公
民
館
副
館
長

 

金
子　

松
二
郎
さ
ん



　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線１４１）

今 月 の
イチオシ
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村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

べべべんべんとう
さいとう しのぶ （著）

教育画劇

ナミヤ雑貨店の奇蹟
東野 圭吾 （著） 
角川書店

教室はまちがうところだ
蒔田 晋治 （著） 
子どもの未来社

頭のいい子を育てるおはなし３６６
主婦の友社 （編集） 
主婦の友社 

　脳科学おばあちゃん久保
田カヨ子先生推薦！「想像力
を伸ばし、脳を育む。幼児の
宝となる１冊」。１日１話３６
６日分、子供の力を伸ばすお
話が入った究極の読み聞かせ
本。

人質の朗読会
小川 洋子 （著） 
中央公論新社

「
家
族
は
大
事
な
宝
」

髙
たか

　塩
しお

　泰
やす

　夫
お

さん（80歳）
 ・　　 　
　　　　きよ子

こ

さん（74歳）
（昭和37年1月24日入籍）

｢

仕
事
や
子
育
て
に
追
わ

れ
、
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

た
50
年｣

そ
う
振
り
返
る

の
は
髙
塩
泰
夫
さ
ん
・
き

よ
子
さ
ん
ご
夫
婦
。｢

自
分

た
ち
が
若
か
っ
た
頃
に
く

ら
べ
て
色
々
な
こ
と
が
変

わ
っ
た｣

と
声
を
そ
ろ
え
ま

す
。若

い
頃
に
は
日
本
中
を

旅
し
て
ま
わ
り
、
色
々
な

経
験
を
し
て
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
身
に
つ
け
た
と
い

う
泰
夫
さ
ん
。
25
歳
か
ら

ナ
シ
ョ
ナ
ル
木
材
に
40
年

間
勤
務
さ
れ
「
朝
早
く
か

ら
夜
遅
く
ま
で
仕
事
だ
っ

た
け
ど
、
大
変
だ
と
思
っ

た
こ
と
は
な
い
」
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

ま
た
、
き
よ
子
さ
ん
は

帰
り
の
遅
い
泰
夫
さ
ん
を

温
か
く
迎
え
、
子
育
て
や

農
家
の
手
伝
い
な
ど
、
家

庭
を
支
え
ま
し
た
。

現
在
は
た
く
さ
ん
の
お

孫
さ
ん
た
ち
に
囲
ま
れ
過

ご
し
て
お
り
「
家
は
心
が

温
ま
る
場
所
。
や
っ
ぱ
り

家
族
が
一
番
大
事
だ
し
、

自
分
た
ち
の
宝
」
と
二
人

は
微
笑
み
ま
す
。

そ
ん
な
お
二
人
に
趣
味

を
尋
ね
る
と
、
泰
夫
さ
ん

は
カ
メ
ラ
や
盆
栽
、
料
理

な
ど
。
特
に
料
理
は
、
自

分
で
蕎
麦
を
打
つ
な
ど
本

格
的
。き
よ
子
さ
ん
は
「
庭

で
育
て
て
い
る
花
の
手
入

れ
を
す
る
の
が
楽
し
い
」

と
ニ
ッ
コ
リ
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、

「
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
苦
労

を
か
け
た
妻
を
大
事
に
し

た
い
」と
泰
夫
さ
ん
。
ま
た
、

「
夫
婦
で
の
ん
び
り
過
ご
し

て
い
け
れ
ば
」
と
笑
顔
で

話
す
お
二
人
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
お

幸
せ
に
。

上内出



15

拝啓 昭和村…

安
あん

藤
どう

　洋
よう

次
じ

さん（67歳）

出　身：東京都
在住地：横浜市
職　業： 元横浜市役所職員、

NPO法人港南区レ
クリエーション協会
事務局長、港南区青
少年指導員、村ふる
さと大使など

趣　味：ハイキングなど

　このコーナーでは、村出身者や村にゆかりのある方からの村への
思いやメッセージを紹介します。

昭
和
村
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
早
三
十
年
が
経
ち
ま
す
。

港
南
区
の
親
子
キ
ャ
ン
プ
で
横
浜
市
少
年
自
然
の
家
「
赤
城

林
間
学
園
」
に
行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
社
会
教
育
主

事
研
修
や
青
少
年
指
導
員
研
修
で
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
の
先
生
に
よ
る
村
の
青
少
年
教
育
に

関
わ
る
お
話
、
開
拓
時
の
水
に
苦
労
さ
れ
た
村
の
古
老
か
ら

の
お
話
、
新
鮮
で
熱
意
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
は
昭
和
Ｉ
Ｃ
で
下
り
て
旬
菜
館
で
野
菜
を
購
入
し
、
学

園
に
は
午
前
十
一
時
過
ぎ
に
着
い
て
し
ま
い
ま
す
。
横
浜
か
ら

半
日
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
岩
本
駅
近
く
で
利
根
川
の
川
原
を
眺

め
な
が
ら
の
昼
食
が
懐
か
し
い
で
す
。
昭
和
村
が
近
く
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
然
豊
か
な
赤
城
山
ろ
く
、
ま
た
高
原
野
菜
畑
の
連
な

り
は
子
ど
も
た
ち
に
感
動
を
与
え
ま
す
。
昭
和
村
の
良
さ
が

三
十
年
と
い
う
回
を
重
ね
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
村
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
交
流
、
農
業
体
験
や
学
園
で
の
記
念
植
樹
な
ど
、
ど
れ
も

昭
和
村
の
皆
様
の
ご
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。

縁
あ
っ
て
昭
和
村
ふ
る
さ
と
大
使
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
だ
っ
た
中
学
生
が
、
今
私
た
ち
と
一

緒
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
村
で
の
体
験
活

動
が
当
た
り
前
と
思
う
後
輩
た
ち
の
育
ち
に
嬉
し
く
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次回登場者紹介

「
就
農
し
て
」

　

私
は
群
馬
県
立
農
林
大
学
校
の
農
業
専
門
課
程
に
て
２
年
間
、

そ
の
後
研
究
課
程
を
１
年
間
農
業
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
３

年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
農
業
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、
無
事
卒

業
と
同
時
に
就
農
し
ま
し
た
。

　

就
農
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
３
年
目
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
や
っ
と
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
覚
え

る
こ
と
が
多
く
、
農
家
の
先
輩
で
あ
る
父
の
も
と
勉
強
の
日
々

で
す
。

　

今
は
、
就
職
で
村
外
に
出
て
し
ま
っ
た
同
級
生
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
が
、
私
は
こ
の
生
ま
れ
育
っ
た
昭
和
村
で
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
野
菜
を
こ
れ
か
ら
も
作
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
宮
内　

綾
さ
ん（
19
歳
・
中
野
下
）で
す
。

吉
よし

沢
ざわ

　成
なる

美
み

さん

（23歳・中野下） 小・中・高・大学の後輩です。
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　平成23年度利根郡体育協会表彰が５月14日、利根沼田

文化会館で行われ、原澤研祐さん（常木）に体育功労賞が、

吉澤千恵さん（池原）に優秀選手賞が贈られました。

　原澤さんは柔道競技において、利根沼田柔道連盟支部長

など数々の役職を歴任され、地域の体育の振興や子どもた

ちの育成に尽力された功績が高く評価されたもの。

　吉澤さんは、2011年フェンシング世界選手権大会に出

場するなど、フェンシング競技（女子フルーレ）で優秀な成

績を残されたことから今回の表彰となりました。

原澤さん吉澤さんに体育協会表彰

体育功労賞を受賞した原澤さん 優秀選手賞を受賞した吉澤さん

　群馬県建設業協会利根沼田支部が主催す

る道路クリーン作戦が５月30日（ゴミゼロ

の日）に行われ、同協会に加盟する村建設

業者が村内主要道路の清掃を行いました。

　作業には、石坂建設㈱、㈱高橋舗道、兵

藤建設㈱の３社が参加。道路わきに捨てら

れた空き缶などのゴミ拾いを行いました。

５
ゴ ミ ゼ ロ

３０の日に道路クリーン作戦

ゴミ拾いを行う村内建設業者の皆さん

　昭和中学校では５月24日、マラソン大会を実施しました。

　さわやかに晴れ渡った空のもと、総合運動公園をスタート・

ゴールとし、女子３キロ、男子５キロにそれぞれ挑戦。

　大会当日は涼しく絶好のマラソン日和となり、生徒たちは沿

道に集まった保護者らの声援を受けながら、マラソンコースと

なった望郷ラインを快走しました。

　主な結果（敬称略）▶女子　優勝：見城麻桜香（２年）、準優勝：

岡田莉奈（３年）、第三位：堤穂乃佳（３年）　▶男子　優勝：関

上直樹（３年）、準優勝：加藤勇人（２年）、第三位：木村駿（２年）

声援受け望郷ラインを快走

声援を受け望郷ラインを快走する生徒たち

　昭和村森林整備事業組合（小林孝一郎組合長）では５月30日、

村内で道路に張り出している樹木の伐採を行いました。

　これは、同整備事業組合が「地域のためになにか貢献しよう」

という思いからボランティアで行われたもの。

　高所で作業を行うための道具を使い、小林組合長により道路に

張り出した枝が次々と伐採されていきました。

　蒸し暑い中での作業、ありがとうございました。

昭和村森林整備事業組合が奉仕作業

高所での伐採作業
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　第23回北毛地区還暦親善野球大会第１節が５月12日、村総

合運動公園野球場を主会場に開催されました。

　これは、北毛地区還暦野球チームの健康と親睦を図るととも

に、地域のスポーツ振興・発展に寄与することなどを目的に開

催されているもの。

　大会には、北毛地区の市町村から14チームが参加。最終日と

なる10月20日の第15節まで、各チームが練習の成果を競います。

　また、選手宣誓を昭和村還暦野球クラブ主将の鈴木三郎さん

（大堀）が努め、大会への意気込みを宣誓しました。

還暦親善野球大会が開幕

選手宣誓をする鈴木さん

　「利根沼田地区母と子の良い歯のコンクール」の表彰式

が５月25日、利根沼田保健福祉事務所で行われました。

　村からは、坂本英恵さん、翼くん親子（追分）が出席し、

優秀賞を受賞しました。

　坂本さん親子は、３月29日に村公民館で行われた「良

い歯の子と育てた家族」の表彰式で表彰を受けた40組の

家族から、村の代表としてコンクールに出席しました。

　コンクールの審査では、子どもの歯や歯肉、清掃状態

などをチェックします。坂本さんに日ごろ実践しているむ

し歯予防を尋ねると「子どもが歯みがきをした後は、仕上

げみがきをするようにしています」と話してくれました。

良い歯の子で坂本さん親子が優秀賞

　平成24年度子どもの読書活動優秀実践校・

図書館・団体（個人）の文部科学大臣表彰式が

４月23日、東京都・国立オリンピック記念青

少年総合センターで行われ、南小学校が優秀

実践校として表彰されました。

　これは、読書活動を推進するため、子ども

たちが積極的に読書活動を行う意欲を高める

活動について、優れた実践を行っている学校・

図書館・団体（個人）を表彰しているものです。

表彰状を手にする倉澤由之校長

南小に文部科学大臣表彰

優秀賞を受賞した坂本さん親子
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中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

は
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
成
長

を
支
え
て
い
く
た
め
の
制
度
で

す
。

　

医
療
費
無
料
化
は
み
な
さ
ん
の

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
制
度
の

仕
組
み
や
目
的
な
ど
を
ご
理
解
の

う
え
、
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

休
日
や
夜
間
に
子
ど
も
の
具
合

が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
す
ぐ
に
受

診
し
た
ほ
う
が
よ
い
か
、
家
庭
で

の
処
置
に
悩
ん
だ
と
き
は
「
群
馬

こ
ど
も
緊
急
相
談
」
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
保
健
師
や
看
護
師
が
電

話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
日
時　

月
曜
〜
土
曜（
午

後
６
時
〜
翌
朝
午
前
８
時
）、
日

曜
・
祝
日
・
年
末
年
始（
午
前
９

時
〜
翌
朝
午
前
８
時
）

■
相
談
方
法　

電
話（
短
縮
番
号

♯
８
０
０
０
）

■
そ
の
他　

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ

Ｐ
電
話
等
は　

☎
０
３

－

３
８
３

９

－

０
８
８
６
へ

限
度
額
適
用

 

認
定
証
の
申
請
を

保
健
福
祉
課　

内
線
133

　

村
で
は
、
医
療
機
関
で
支
払
う

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
の

負
担
を
軽
減
し
、
支
払
い
が
一
定

の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
る
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
こ
の
認
定
証
を
、
入
院
ま

た
は
高
額
の
外
来
診
療
を
受
け
た

際
に
医
療
機
関
で
提
示
す
る
と
、

窓
口
で
の
支
払
い（
保
険
適
用
分
）

が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
７
月
31
日
で

期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
使
用
す
る
場
合
に
は
役
場

保
健
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
し
て

下
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
税
の
納
付
の
状
況

に
よ
り
、
認
定
証
の
交
付
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
認
定
証

の
申
請
が
必
要
な
の
は
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

■
該
当
者　

①
国
保
に
加
入
し
て

い
る
70
歳
未
満
の
人
、
②
国
保
に

加
入
し
て
い
る
70
歳
以
上
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い

る
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
保
険

係
ま
で
。

昭
和
村
情
報
メ
ー
ル

「
集
め
ー
る
」の
登
録
に
つ
い
て

総
務
課　

内
線
111

　

村
で
は
、
火
災
や
災
害
な
ど
の

発
生
情
報
等
の
情
報
伝
達
を
携
帯

電
話
等
の
メ
ー
ル
に
よ
り
配
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
情
報
を
取
得
さ
れ
た
い
方

は
、
次
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
登
録
方
法　

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

携
帯
電
話
か
ら
読
み
込
み
さ
せ
ま

す
。
②
読
み
込
み
後
、
送
信
ボ
タ

ン
を
押
し
ま
す
。
③
空
メ
ー
ル
を

送
信
す
る
と
、
折
り
返
し
メ
ー
ル

が
届
き
ま
す
。
④
折
り
返
し
で
受

信
し
た
メ
ー
ル
を
開
き
、
氏
名
な

ど
を
入
力
し
ま
す
。
⑤
氏
名
な
ど

を
入
力
後
、
登
録
ボ
タ
ン
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。
⑥
登
録
完
了
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す

医
療
費
無
料
化
の

 

対
象
と
な
る
方
へ

保
健
福
祉
課　

内
線
133

結核・肺ガン・特定健診・前立腺ガン検診を実施
■内容　結核・肺ガン検診：胸部レントゲン検査

／特定健診：身長、体重、腹囲測定、尿検査、血圧測

定、血液検査、必要に応じて診察、心電図、眼底検査

／肝炎ウィルス検査・前立腺ガン検診：血液検査

／基本チェックリスト：問診

■対象　特定健診：40歳以上74歳までで国民健康

保険に加入している人及び75歳以上の全村民／基

本チェックリスト・結核検診：65歳以上の人／肺

ガン検診：40歳以上の人／肝炎ウィルス検査：40

歳の人など／前立腺ガン検診：50歳以上の男性

■受診上の注意　血液検査は食事に影響されるた

め、空腹時での検査が理想です。なるべく検査前５

時間は、食べたり飲んだりしないでください。

■問い合わせ　保健福祉課　健康係（内線132）

期日 受付時間 場　所 対象地区

7/19㈭ 午前 ８:30～11:00 保健センター 吹張､ 宿

7/23㈪ 午前 ８:30～11:00 地域活性化センター 森下上・中・下、入沢

7/24㈫
午前 ８:00～ ９:00 永井住民センター 永井下・上

午前10:00～11:00 川額集落センター 藤井、宮貝戸、根岸、伏田

7/26㈭ 午前 ８:30～10:30 堤商店集出荷所 入原上・下

7/27㈮
午前 ８:00～９:30 追分住民センター 追分、赤谷

午前10:30～11:30 大河原住民センター 中野下・上、長者久保、大河原

7/30㈪
午前 ８:00～９:30 赤城原区民館 赤城原第一・第二

午前10:15～11:30 松ノ木平第二住民センター 松ノ木平第一・第二

7/31㈫
午前 ８:00～10:00 貝野瀬構造改善センター 田岸、大堀、滝久保、池原

午前10:45～11:30 生越住民センター 生越

8 / 2㈭ 午前 ８:30～11:00 地域活性化センター 鎌沢、三ツ谷、橡久保北部・南部

8 / 3㈮
午前 ８:30～11:00

保健センター
中宿､中内出、常木、滝寺、
南内出、上内出
他で受けられなかった人午後 ０:30～ ２:00
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クイズ
キャッ

チボー
ル

広
報 

文
芸

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

歩
を
止
め
て
沈
丁
の
香
に
し

ば
し
よ
ふ 

金
井　

粂
子

沈
丁
や
大
木
も
皆
生
き
る
友

 

小
林　

仁
作

沈
丁
や
視
野
限
ら
れ
し
峡
の

宿 

坂
田　

保
男

瑞
香
や
香
を
確
か
め
る
人
の

あ
り 

杉
木　

哲
二

歳
月
は
悲
し
み
さ
へ
も
薄
る
る

か
友
の
噂
も
稀
に
な
り
た
る

 

根
岸　

和
子

花
の
無
き
観
桜
会
の
挨
拶
に
心

に
花
を
咲
か
せ
て
と
告
ぐ

 

諸
田　

義
幸

山
椒
の
葉
、
セ
リ
、
蕗
、
三
葉

娘
は
姑
の
好
み
の
野
の
も
の
持

ち
て
帰
京 

阿
部　

ト
シ
子

や
う
や
く
の
春
に
株
毎
一
輪
の

す
み
れ
は
耕
す
日
ま
で
の
い
の

ち 

板
橋　

き
み
江

道
の
端
の
石
垣
の
間
の
は
こ
べ

ら
は
間
を
塞
ぎ
伸
ぶ
緑
を
増
し

て 

堤　

あ
さ
江

愛
犬
を
葬
り
し
場
所
の
草
毟
り

ま
た
置
き
直
す
首
輪
と
食
器

 

林　

郁
男

孫
入
学
記
念
の
桜
咲
か
ざ
れ
ば

伐
ら
む
と
決
め
し
今
年
花
咲
く

 

小
林　

文
吉

連
休
に
息
子
や
孫
が
集
ひ
来
て

独
り
の
我
は
元
気
も
ら
ひ
ぬ

 

金
井　

粂
子

生
い
越
せ
の
八
十
八
の
坂
登
る

主
人
の
背
温
み
我
と
生
き
た
し

 

林　

と
み
子

一
病
の
息
災
願
う
春
祭
り

 

須
藤　

澄
子

窓
越
し
に
香
り
漂
う
沈
丁
花

 

花
茂　

喜
右

尼
寺
の
庫
裡
に
琴
の
音
沈
丁

花 

真
下　

章
子

沈
丁
花
み
の
ら
ぬ
恋
と
知
り

な
が
ら 

横
坂　

成
庄

俳

句

短

歌

　

歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ

を
し
て
い
ま
す
か
？

　

口
の
手
入
れ
が
不
十
分
だ
っ

た
り
、
口
を
あ
ま
り
使
わ
な
い

生
活
を
し
て
い
る
と
、
口
の
機

能
が
低
下
し
、
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

口
は
食
べ
る
こ
と
だ
け
で
な

く
、誤
嚥
性（
誤
っ
て
飲
み
込
む
）

肺
炎
や
認
知
症
の
予
防
に
も
大

き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
口
の

手
入
れ
と
体
操
を
習
慣
に
し
て
、

口
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
①

お
口
の
中
を
健
康
に
！

〜
い
き
い
き
健け

ん

口こ
う

体た
い

操そ
う

〜

△

５月号のクイズの答えは、「昭和」の日でし
た。当選者は次のとおりです（敬称略）。お
めでとうございます。

★松　井　孝　子（43歳）大　河　原
★髙　橋　暖　姫（６歳）赤城原第二

■もんだい
　任期満了による昭和村長選挙が５月
20日に行われました。午後７時から役
場会議室で開票が行われ、５月31日に
堤盛吉村長が就任しました。
　それでは問題です。新たに就任した
堤村長は「第○代」昭和村長でしょう
か？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝７月２日（月）。

▲

発表＝「広報しょうわ」
７月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

　

な
お
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し

て
い
な
い
携
帯
電
話
は
、http://

krn.kky.vill.showa.gunma.jp/qr_mailto.

php?id=M
DAwM

jc 4cGpsaGx0ODM
=

か
ら
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

QRコード

■
そ
の
他　

迷
惑
メ
ー
ル
設
定
が

強
の
方
は
、
登
録
い
た
だ
い
て
も

送
信
が
出
来
ず
、
登
録
が
削
除
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
配
信
情
報　

火
災
等
の
災
害
発

生
情
報
お
よ
び
避
難
勧
告
等
の
情

報
、
自
然
災
害
に
よ
る
警
報
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
庶
務
係



おまわりさんからのお知らせおまわりさんからのお知らせ

20

広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

群
馬
県
訪
問
看
護

 

支
援
事
業
に
つ
い
て

◆
㈳
群
馬
県
看
護
協
会

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
要
支

援
者
・
要
介
護
者
の
増
加
に
よ
り
、

在
宅
療
養
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
な
か
、
在
宅
医
療
の
推
進
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
看
護
協
会
で
は
、
訪
問

看
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
供
給

と
訪
問
看
護
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
在
宅
医
療
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
訪
問
看
護
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

訪
問
看
護
に
関
す
る
こ
と
に
、

経
験
の
あ
る
看
護
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時　

月
曜
日（
第
２
・
４
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分
、

▼
お
知
ら
せ

火
曜
日
・
水
曜
日　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
場
所　

群
馬
県
看
護
協
会
内

（
前
橋
市
上
泉
町
１
８
５
８

－

７
）

▼
問
い
合
わ
せ　

訪
問
看
護
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
７

－

２
３

０

－

２
０
０
２

受
講
し
ま
せ
ん
か
？

 

普
通
救
命
講
習

◆
利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防
署

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ

ず
か
な
時
間
に
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
人
が
適
切
に
応
急
手
当
が

で
き
る
よ
う
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
入

れ
た
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

７
月
22
日（
日
）　

午
前

９
時
か
ら
正
午
ま
で

▼
場
所　

利
根
沼
田
広
域
中
央
消

防
署

▼
定
員　

20
人

▼
申
込
方
法　

電
話
に
よ
り
申
し

込
み（
※
土
日
祝
日
も
受
付
）

▼
申
込
期
限　

定
員
に
な
り
次
第

▼
問
い
合
わ
せ　

利
根
沼
田
広
域

中
央
消
防
署　

☎
０
２
７
８

－

２

４

－

１
７
３
４

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

 

消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
会

◆
利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防
署

▼
日
時　

７
月
29
日（
日
）午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分（
雨
天
中
止
）

▼
場
所　

中
央
消
防
署

▼
対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
家
族

▼
内
容　

綱
渡
り
・
放
水
体
験
・

は
し
ご
車
搭
乗
・
地
震
体
験
な
ど

▼
定
員　

60
人（
先
着
順
）

▼
受
付
期
間　

７
月
10
日（
火
）〜

７
月
20
日（
金
）ま
で

▼
申
込
先　

利
根
沼
田
広
域
中
央

消
防
署　

☎
０
２
７
８

－

２
４

－

１
７
３
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内

◆
利
根
沼
田
保
険
福
祉
事
務
所

　

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所
で

は
、「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

眠
れ
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落

ち
着
か
な
い
、
仕
事
が
手
に
つ
か

な
い
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
そ
の

他
心
配
事
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
都
合
で
来
所
で
き
な
い

方
は
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日　

毎
月
第
１
水
曜
日

（
１
月
は
第
２
水
曜
日
）

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜（
予

約
制
）

▼
相
談
対
応　

精
神
科
医
師
・
保

健
師

▼
場
所　

利
根
沼
田
保
健
福
祉
事

務
所（
沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
予
約　

利
根
沼

田
保
健
福
祉
事
務
所　

保
健
係
精

◎運転適正検査車をご利用ください◎ ◎山岳遭難事故防止◎
　運転適正検査車が出張し、安全運転に必要な認知・反

応の能力や集中力の持続性などを診断（５段階評価、診

断表を交付）します。

　○所要時間：約30分

　○対象：県内の企業や団体など

　○費用：無料

　○申込期間：随時

　○申込方法：電話または電子申請

　※ 詳しくは、県警本部交通企画課　☎０２７－２５３

－９３４４まで

　沼田警察署管内では、依然として山岳事故が多発して

います。

　登山される皆さんへ

　○ 単独登山は避け、天候の急変時は登山をすぐに中止

しましょう

　○携帯電話・無線等の通信手段を確保しましょう

　○ 万が一に備え、登山届（登山カード）の提出をしま

しょう
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
等
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若

年
者（
30
歳
未
満
）納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
住
民
登
録
し
て
い

る
市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
へ
申
請
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
昭
和
村
に
お
住
ま

い
の
方
は
、
渋
川
年
金
事
務
所
ま

た
は
役
場
総
務
課
住
民
係
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
度
の
免
除
等
の
受
付

は
平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
開
始

さ
れ
、
平
成
24
年
７
月
か
ら
平
成

25
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と

し
て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で

す
。

　

た
だ
し
、
平
成
24
年
７
月
に
申

請
す
る
場
合
は
、
平
成
23
年
７
月

か
ら
平
成
24
年
６
月
分
ま
で
の
期

間（
前
一
年
分
）に
つ
い
て
も
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
７
月
に

前
一
年
間
分
の
免
除
等
も
申
請
さ

れ
る
場
合
は
、
申
請
書
を
２
枚
提

出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
保
健
担
当　

☎
０
２
７
８

－

２

３

－

２
１
８
５（
代
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が

 

発
売
さ
れ
ま
す

◆
㈶
群
馬
県
市
町
村
振
興
協
会

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

収
益
金
を
各
市
町
村
が
行
っ
て
い

る
防
災
事
業
や
公
共
事
業
へ
の
貸

付
を
は
じ
め
、
緊
急
災
害
時
に
被

災
し
た
市
町
村
に
対
す
る
支
援
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
や
活
動

経
費
へ
の
助
成
な
ど
の
財
源
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。

▼
発
売
期
間　

７
月
９
日（
月
）〜

７
月
27
日（
金
）

▼
抽
せ
ん
日　

８
月
７
日（
火
）

▼
当
せ
ん
金
支
払
期
間　

平
成
24

年
８
月
13
日（
月
）〜
平
成
25
年
８

月
12
日（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　
（
財
）群
馬
県
市

町
村
振
興
協
会　

☎
０
２
７

－

２

９
０

－

１
３
５
０

特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じます。

◆日時：７月９日（月）、午後１時

30分～４時、◆会場：役場会議室

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち

着かない」など、心に悩みを持つ

人はご相談ください。専門家が相

談に応じます。◆日時：７月４日

（水）、午後１時30分～（事前に電

話予約を）、◆会場：沼田保健福

祉事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ

まな悩みを持っている女性の相談

や支援を行います。◆日時：平日

午前９時～午後８時、土日祝日午

後１時～５時、◆相談専用電話：

☎０２７－２６１－４４６６

今・月・の・納・期
　村県民税１期、介護保険料２期、
後期高齢者医療保険料２期、保育
料６月分、学校給食費６月分は、
７月２日（月）が納期です。納期内
納付にご協力ください。

わが村の人口

人　口 7,579人 （＋ ７）
　男 3,758人 （＋ ６）
　女 3,821人 （＋ １）
世帯数 2,320世帯 （＋ ５）

※（　）内は前月比
６月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

そうだんがいど

窓
口
窓
口で

す

FM  OZE行政情報番組
とれたて情報昭和村
放送日：毎週土・日
　　　　午前９時50分～10時
タイトルコール： 新中学一年生
　６月は赤城高原農業観光協会イ
ベント「さくらんぼあんぴん大福
村」の情報等をお伝えします。

５
月
届
出
分

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中　

組

諸も
ろ

田た　

莉り

琉る

ち
ゃ
ん

知　

行

佑　

美

さ
ん
の
子
５
月
15
日
生

鎌　

沢

岩い
わ

﨑さ
き　

凌り

空く

く
ん

　

豊
照　

子

さ
ん
の
子
５
月
18
日
生

根　

岸

久く

保ぼ　

ひ
ま
り
ち
ゃ
ん

隼　

人

美　

香

さ
ん
の
子
５
月
20
日
生

常　

木

新に
っ

田た　

優ゆ
う

海み

ち
ゃ
ん

健　

治

　

綾

さ
ん
の
子
５
月
21
日
生

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

南　

部

青
木　

松
太
郎
さ
ん

90
歳　

４
月
30
日
没

赤
城
原

第　

一

諸
田
ヨ
シ
ヱ
さ
ん

88
歳　

４
月
30
日
没

吹　

張

加
藤　

有
司
さ
ん

90
歳　

５
月
４
日
没

池　

原

村
山　

ま
つ
さ
ん

100
歳　

５
月
14
日
没

永
井
上
組

諸
田　

貞
治
さ
ん

74
歳　

５
月
19
日
没

入　

沢

諸
田　

シ
ゲ
さ
ん

90
歳　

５
月
20
日
没

中
野
下

鈴
木　

富
雄
さ
ん

83
歳　

５
月
21
日
没

宮
貝
戸

関
上　

昭
一
さ
ん

70
歳　

５
月
22
日
没

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
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